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　町では、第10次岩美町総合計画において、「環境に配慮したまちづくりの推進」を掲げており、ご
み減量化やリサイクルの推進、自然エネルギー・省エネルギーの設備の導入促進に取り組んで
いるところです。現状において、脱炭素社会の実現に特化した協議会の発足は予定しておりませ
んが、国が掲げる脱炭素社会の実現に向けた取組については、人口、産業、自然環境、財政等、
町の実情に合った方法を検討しながら進めてまいりたいと考えております。
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5

１．実施主体：岩美町役場
２．実施時期：令和3年度脱炭素協議会検討～発足　　令和4年度運用開始
３．実施内容
 (1)岩美脱炭素協議会発足
 (2)各部門（産業、家庭、業務、運輸）毎の実態把握と目標設定
 (3)具体的活動
　①岩美町脱炭素戦略の広報（従来の広報活動に各団体・自治会での研修会）・・役場
   特に、地球温暖化が町民に与える影響や、脱炭素施策による経済活性化等を強調し、ライフスタイル変革や低炭素社会構築の機運を醸成する
　②エコロジー、エコノミーを両輪とする脱炭素施策　 ・・役場、産業、業務、運輸
  ③財布に優しい直接的(家電等)、間接的(ゴミ減量等)な省エネ施策　・・家庭、業務
　④車中心社会から公共交通優先の社会へ変換（マイカー自粛＆助成　等)　・・役場、町民
　⑤優良団体への助成制度（国、県の助成制度活用、又、町独自の助成創立）・・役場

更新日時
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〔広報の取組〕
　ごみ減量化や自然エネルギー・省エネルギー設備の導入、公共交通の利用促進など、町民の皆さんにご協力いただきたいこと
や町が実施している施策などについて、広報いわみへの掲載回数を増やすなど、脱炭素社会の推進に向けた啓発を強化しま
す。

款

令和3年3月17日

政府が目指す2050年の脱炭素に向けた「グリーン成長戦略」実行計画の概要が発表された。ま
た、鳥取県は、2020（令和２）年１月の、2050年二酸化炭素排出実質ゼロ宣言を更に加速させる
ため、省エネライフスタイルへの転換や、温室効果ガスの削減を部局横断的に検討する。この様
な中、岩美町は低炭素社会に向けた先進的活動を実践することで、岩美町の魅力アップを発信
し、第2期戦略の「住んでみたいまち、続けたいまちづくり」の具現化に寄与する。
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